
の閉館 ′海 容業 者 の藤 寮 間藤 啓が超 さてお ()′エ衆顔番 地 へU)移斤 の塵 土工

あるとい うのが選果 で あ る .

以 上 ,大底 の アウ ト芦 /̂ンゼ あるが､.華掬 の凄 昌 を との ことで し,,Li(j一丸 と:二､

二の級 長丸 f=統面 でま とめ る寮はノ私 に とって は蕃首 級 である の～ /地威 の

番 外 とし､ろ愛 好で劫 童 して裁 きた いd葉寒 冷又 といろ屠 /=恥 じな いも の が牽

け 意か っ産のゼ / ニtLを密 雲をか L-i,数 日顔 に凍 娃 方に.しぼ ら丸 届 塵 を番 え

る と′ 背 筋 が衆 く/TLる患 い どある ｡,741,東,}姦 しこ叔 る と/放 す線 一石二, 地域

混足 に酋 () ′ 予腐 和裁 1̂ き く′入 播鹿 瀬姦 亮Ji:ゲ七 ′ ユ鹿渡 出の鷹 番 :L見 ら

れ て褒白 い産､ち ら虹に しか者 え なi､っ左為 に ,はっき り した凝 馨 が と らえら
れ すl′習 的が 経路 にな った 泰 . 又 ′参考 丈 歌 が 任と∠ ∠ない上に/血/吊 り鹿

形 .濠賓 に関 する 和魂が餐 し､寮 と兼 まって ,盈東 をの′こた ル /1:-,レj7- 工 ユ.濃

度 のこbの にな ゥ1L Lま っだ = ヒ , 胃炎 の感 覚 の車 でのは J-,き りLT:,&選ぶ け

が できな か ゥたこと鮮 ′考 え九患者 えるノ琵 /轟碁 のい ちl/;息 さ 萱･新二Ll為 の豪

で＼ぁる クその為 , 12､ことい っf=鷹点 の舞 い 量のにな .〇一こしま っ-r=が , と′こ考

-つの町 の修路 とい うべ きもの を . まが ()に もつカ㌦Cだ＼嚢 蛙 ′ そ の磨窮 が ど

うで 承るち と も ′ そ の迫 展 において ′風 塵 すべ き 泰 ,教 え られ る漆か 多 く ′

彪沃 とって .藤 る ところが多 く審 ウf=ヒ奮 える泰ゼ ′な ぐ -&め と Lて いる 々

束菓工栄規葦の蝿離 拷暴
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軒象 とLを地裁 ｢京 紫 工兼 題霧 J と甘東 泉密揖葬 の腐食 か ら盛事 ま での地

底 であ るb京欝 工務 亀 嵩 ヒ紋′ この吸塵-虜 の潜蔚i/産 めたこ る こ 打 こよ ')

造 られ つ ゝあ る こらので あ る ク ここは 鹿東 に 鈴鹿 し′東京 渚 E,旗 L で東 涯 上 家

始苗 とい.,)大工 蔚勉藤 に由い息 づて いをが ら工寒 鮒 こ甘食 ( ヒ ()の こされ七

所 であ る ｡ 洛水面 は ′ ノ')/ 翼車 の慶 轟 に使 われ て.お り. ことに ノ リU)各項

は産 んであ ってそ の生産寓 は垂封 生産 の紳 3･クApに も及 Gt:立の ど霧 ｡た､､ユ

資 の蘭で は塵ノ水産廟 の加 工紫 が鹿毛 に老 子 あ る以 外 にti lJ乳る′こき も のか鮫か

っ-r=ヒ云 って竜_鼠 をゼ は恋 い ,千乗 虞 金瞳 ヒ して 凍て立 ′審 -凍盈 賓 に直走

をおし＼f=経済鹿渡逐 ぬ して い る ｡ 二の巌 洛敢 丘顔選 性愛 ′ユ 策算 数 によ って

新 婦 しよ i,とし､ろ塵徹 の選 鉱化 した計 鞠が栗東 工新 色密造 転の計萄ゼある 3

これが 丁蚤′日永 {/二審 の起首 /褒威 する蕗廟 ヒ食教 してい たれ エ策 の賓

殿 は必庶酎 こ.1渚立 地 を量豹 とさせ t= p そ しこ新 しし＼1浮 立姓 の腰 勘 こ応え

られ る斬 ヒ して J この鹿盛 の エ実地 の勢 至には -縁 と殖 産 か､か けらJ/Lr=V)で

ある,
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廉 廉 ノエ,%-が 清泉 を呈 して き左の Lf虜 感承 鈍 によ る俸 密 冶＼らゼあ 為か ′参

gL終 了顔 に は東 大 Lf=妓 象 カの は け口 を盛 事畑二束 あ ざ＼る を爆 走 < な った ク そ

して . 国 際鮭 肇 にかっ為 のコス トダ ウ ン葱め ざす 敦腐 後 索 ′親 好 の盤 人があ

らめる 歓ゼ好 かdF,tだ ｡ これ によ って従来 とB:全 く巽 っ+=厳 酷 ′ オ汝 がtとられ′

鹿盤魔 旗 も強 大 し大工場 ′ コ ンビ圭一 Lが噂′舶 す透 傾 向 にあJa. この頗 和 式

エ賓 粥地 ヒ レで ′太 く堅 し＼i 勉 の薯 泉 ヒ患 って くる b 又後席 及賓 に よ る生厳

封 生産の増 大 は吏 エ_業 を挿 しJ石 油化尊 の番 人 吐化牽 上乗 を鷹 摩 させ た 寒風

日あ ユ毅 は薮仏 堂工業 Jこ憂 さ をお い を鹿 渡_とな ゥこき 左 ｡変化普工 鴬 の魚.料

を殆 ど､溶射 こ麻復す る鹿 .施 療 鑑 も- 曹奮 え LIらJlる よ うに患った ｡殊 にア

lJア大庭 ヒの養 液が､齢,絶状態にあ る虎 鑑で は工黄 立 地 は彪 ど旗 日太 に夙 這九

て い/1'ol･.

エ 栄 他藩遭 嵐 には ノそ の要求 を乾 すよら左 京 し､土地 が華 麗 出来 る よ うな 地
形 ヒつよい地盤 が 必湊 ビ ある . 二の舷底 の洛 基 の地 務 は藤岸 lこ滋 ,,f= ク 枇 ～

- 51m の平 媛 香 と.中東 の - /L7- - 3 ♂ ク乙の魂 各 とlこか 丁島jL,そ の間 は

名産 をな し ている ,鼻岸 追い の凄 い / 鬼鵜 rL水 深 恩 愛部 を克 つ盛傾 斜 面 は ′

埋 立 も航 路 の巌 淀 も象 易 で ある責 務漆 工貴地 廉直 巌 の鯵 合腐刺 で 有る｡

地艶 の点 ビ /=ノ江 戸川 河 口軒並_では 淡覆 審 を深 くけ占､ら九 r=嵐 に沖墳 層 の

嫁 範 が厚 く地 戯 Ji焚 好 で あ る .丁菜 市 以 南 で灯,#腐 台地 の前 面 を けボ (,こ出
来 た戻威儀 の 吸塵 台 が連 鹿 レてお ()･そ の上 に沖頑 層 が 薮 <膿磨 し こ(､る適

(:配 慮 の状 況 は凄 い ｡ 江P )り甘 口軒並 ti藍憂 庸進 物 を 配 車 ヒする重 化学 工廉

の周地 と し-C蛙不風 害 であるが ノ千一無 病以南は車私 学 上兼 の桐勉 ヒして十 倉

に耐 え終 る且 ので あ る o チ斎 戒 和 ｣住石 油化澄/ 鉄鋼 ′盆慶 ′態 船 孝 のエ 虜

の嵐 出が決定 Lt いる軒が 多 く J江戸 )'Hl虹 では食 蘇 る客 の盤 上栄 ,*患者 工
濠 の却 1軍門 のタ いの 毛 虫熟慮イ年女衷 心､し′ここ潔の痴 呆 であ ろ うQ
素餐 1紫 地番 ヒぼ こら した 自然条件 と,未済 親 密 に鴎摩 して いる という姓

金茶 件 を産廃 として憂他 覚 工業 を中 .Lltと して巌 あれ っ ＼あるjuので ある O計

動 こよ る ヒエ紫 弼鍵_とし こ ケr C P 豪'L汲 tL九 る こ と[=な って超 ().現象

30'Jz=J,ん,Lの腹鼓 勅 ドO くられ て｡る A この 二審 施 療 は吸塵 豪仏堂工弟 に愛

東愛おし､た エ栄二敗帯 し■:ある し′ 二九からエ資地番 の渡 巌 が温 むに っれ て この
雄 F,/71ば藍 にっよ く在 る量 の と思 われ る O褒私 整上 乗 で はエ第 帝訳 の帝 尊 貴 が

産常 ヒ多 く .エ裳 年若水魔 債 の間超 が大 き い L, こ ＼の エ業 河水 の水溶 ヒ して は

啓鮭 草魚 の女 史 の台 奴 をき って 嵐 れる濃 由 れ I上 FP藤 沼 , 剰厳 刑 か らの放水

を封虜 して い るか /一兵 路朝 計画 が た ち 一束希 に るっ 至jLでい る-Yoのは演 の河

出の - つ で ある厳蒐 封か Lbの取水計画 k′ 印藤 沼 か ii'の ものの毅 ゼ あ っこ ノ
ー賂一一



鼠在で はエ発 揮水 の教 ど菱放下 衣 に麻.って いる,,又水 ヒ東 に蘇 藍蔵 での蔭敵

も泉渡 ′連 絡兵鮭 舟 状魔 にある轟 .エ常 盤爵 左 つ<る r=あ に は華 竃終盤 吐 息

a悠 長な い姦柄 で ある｡ 又 , こU)rL栄 敗者 の鮮碧 ヒして 紘′末孫ガ ス吟別 間

が'寮 がら九 る の予覚 輿 は新 潟輿 に次 ぐ犬､然ガ ス 生産 蕗 をあげ＼tも ,)ノ 汽 麿 ガ

ス ti:石鹿 と鼻 に払普 工粟 の虎掛 ヒして の列 間が温 JL王､いる新 か ら 瓦感 がji

玄求 めて鼠 出 しt くJbエ虜 もあ る ｡

京嚢 工 費地番 は その腰贋 から裁 て-7,,碍屋 か らみ て･立入整意も ので ある ,.

絶 って舷威賂 漆へ の厳 密 量感 蜜 に大 きいも のが あろ ろ と鳳 わ来 る や艶 に闘鬼

没 銘 に降 して内湾 の毅盈 東が成 東す る と いう息 か らそ の凝 馨 はは し＼よ っ 亡目

名 竜の と思われ る し′この底 の射 こ止 ま4,ず＼ も っと大 きく庭′か＼っこい く竜

の と懇 ろ O この点 の者藤 は .犀 に濃 衆 kIの閣鼎 を少 し且 べた にすぎず′磯 ど

皆 無 ヒい ろべ き武 雄で あ居 ｡ これ底 ′こ ゝのエ梁 地轟 がよぎ遮 蔽率 の苛 のゼ

め ()′デ -pが､あま ()ない こ ヒにもよるか ,舷 に:L',容貌 t7)方魂があ っ {=もの

と思われる ｡葡密 の吋象 が＼立地 の密 にのみ慮 って しま ,?たの は.畠食 のカ の

及 ぼ'なか った こヒヒは云え .や は り 鹿亙れる ことであ る O
/--==rt
._..･/･了
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寅士山西寮の地 理的考察
- 乳 牛 開 展 衷 着 席 と して
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(t) フ /(-)Lド 付表 紹患 コニ -ダ去火LLlビ護る 富土 は′山東 .静滞 粛瀞

に ま たが'りTA大患嬉野を索 しこ い/3｡ この裾 野 の西軍 ノ行政 ｣ は雷主 監満 の

北郷 払底 妾節 乾対象地 として選 ん 惹 け

(之う 歯 文 の 冒顛 LLL密 の土兇剰剛 ま呑歯数 及び凍 車蕗 で 汰永 岡 を車 teとし

た毅雁 虚栄 が府 患われ ′施 巌 で も山 中商 飼敦 の忍野敗匠及 び､河 口潤 疎で氷 野

上勉利 用が 中心ヒな る｡潅風水の象 られ め と ころではノ慶庵 や産 額 藤紫か薦 患
われて い る｡ と ころが 潜像は これ L;日永絶 息土必剰 覇 ヒ娃金 く輿 患 った攻 賓

の超 ど牽 - に蔽 い巌麿 が符 患 われてい る , こら した土地 別 田馨 が 露 と lit鹿で

は静観 C7)叔 ヒa tgれ る とい うこと.即 ち こらい ろ土鹿粛 軍 女親幽 せ しめた静

塵 奴 立 の馨 田 を鹿 出 す こ と′これ 真底 論文 の終 /の弓飴 とする D

次 (=qT鮭 の賂喪 につ いて み てみる とノそ の鋼厳形象 は廉虜 に よ ()各 々葵 患

ってし＼t .東の銘 ,)に卦額 生れ るO(i)野蛮 地放歌 ノL2腰 寒地 廠像 教鹿 /(3〕寮

煉 ′LLi)金敷 ′ これ らのタイプ が生 じ た膏薬 と. このダ/プ を各癒 せ Lめ 7=い

る剰薩田ネ を薦盈 す届 こと,これ を患 歯 文 の顔 2 の笥飴 とする ｡

この1つの研摩 解決 を過 して /客土 山南 密 の鹿 豪華 塵 を凝 終 官醇 ヒす る.


